
































                                                   





















る。それを受けて、1981 年に施行されたガリシア自治州憲章(O Estatuto de Autonomía 
de Galicia)は、第5条においてガリシア語がガリシアの固有の言語であり、カスティーリャ語と
共に公用語であると定めた。同自治州は 1983 年にガリシア言語正常化法(A Lei de 


















プラン(O Plan Xeral de Normalización)は教育に関して「初等教育から学習内容の少なく





































の母親である。2人は父親が異なっており、Aia さんの父親の José Manuel さんは再婚して
いて、Aia さんには母親の違う弟 Uxío さんがいる。Erea さんの父親は Rita さんの後夫の
José María さんである。Aia さんには 2人のこどもがいる。図の下部に示した通り、Rita さん
は 8人兄弟の長女である。 
なお、インタビューはRitaさんとAiaさんは 2017年5月 5日、Ereaさんは同年 6月 1 日
に、ガリシア語で実施した。 
 

























Rita さんは 2 回結婚し、2 人の娘と 2 人の孫がいる。現在の夫も医師であり、2 人の間で
はほぼガリシア語で会話をしている。時々カスティーリャ語が混じることもあるが、常にガリシア
語で話すようにしているという。読書などの文化活動でも常にガリシア語を使っている。娘たち














弟の Roque さんは現在ニューヨーク在住でカスティーリャ語と英語を話している。 






話していた。一般的に、より若い世代がカスティーリャ語で話していたと Rita さんは言う。 
 
3.2. Aia さんの話 
 




                                                   























また、現在マドリード(Madrid)に暮らす弟の Uxío さんやマラガ(Málaga)在住の父 José 





























Erea さんが家族の中で最もガリシア語で会話をするのは祖母の Josefa さんと父の José 
María さんである。José María さんはカスティーリャ語でも話すが、ガリシア語の方が先に出
るそうだ。母の Rita さんとは両言語で話すが、Erea さんによると、Rita さんは使用言語を無
意識に変えていて、Erea さんが大きくなってからはカスティーリャ語で話すことが多くなったと
いう。24 人のいとこたちとは基本的にカスティーリャ語で話す。アンダルシアやメキシコ、ニュ















































くなったことに対する悲しみを明らかにしていた。また、インタビューをした日に、5 月 17 日の
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